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 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

 
 

今年の卒業式は,３月２日,全日制は６１回目,定時制は５８回目ですね。茨城県土

浦中学校の第１回卒業式から数えると１０８回目です。左の写真は第１回卒業生

の記念写真です。和服に制帽という出で立ちに時代を感じますね。写真もさるこ

とながら,奇跡的に残されていた第１回卒業証書授与式に関する詳細な記録があ

り,それによって当時の卒業式の様子がわかりました。卒業証書の番号は,中学校第

１回の１番から通し番号になっています。今年卒業する貴方の証書番号は何番に

なるでしょう。そう考えると感慨深いものが去来しますね 

土浦中学校第１回卒業生（明治３５年３月） ↑                            第１回卒業証書授与式記録 ↓ 

                                                

                                   

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

 
     

 
 

 

第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式 

 
 
 

新
装
立
田
校
舎
で
盛
大
に
挙
行 

 

右
の
「
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
記
録
」
を

原
文
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
部
を
記
し

て
み
よ
う
。 

 
五
星
霜
決
し
て
長
く
は
な
い
。
然
し
蛍
雪
の

苦
学
の
五
星
霜
十
星
霜
に
も
当
た
る
。
此
の
長

日
月
の
間
、
寒
暑
を
物
の
数
と
も
せ
ず
勇
ま
し

く
も
業
な
し
終
へ
し
我
校
の
健
児
、
三
月
二
十

八
日
を
以
て
証
書
授
与
式
を
挙
行
せ
ら
れ
ん
と

す
。
連
日
の
雨
も
全
く
上
が
り
、
満
空
拭
へ
る

が
如
く
晴
れ
て
、
天
も
亦
是
に
祝
意
を
表
し
て

く
れ
て
い
る
。
玄
関
前
に
大
緑
門
を
立
て
之
に

卒
業
式
の
額
を
掲
げ
旭
旗
を
交
叉
し
立
て
た
。

正
面
に
は
御
勅
語
を
掲
げ
旭
旗
を
交
叉
し
紫
幕

を
張
り
花
瓶
に
桃
柳
を
挿
し
美
々
し
く
装
飾
し

て
あ
る
。
式
は
以
下
の
順
序
で
進
め
ら
れ
た
。

 

生
徒
は
運
動
場
に
整
列
し
知
事
を
歓
迎
。 

《
卒
業
式
の
開
始
》
第
一
鐘
を
以
て
講
堂
に
一

同
着
席
す
。
第
二
鐘
に
て
職
員
及
び
来
賓
併
に

父
兄
着
席
す
。 

第
三
鐘 

嚠
喨
奏
楽
の
内
、

校
長
が
先
導
し
て
河
野
知
事
が
臨
席
す
る
と
、

一
同
敬
礼
。 

《
証
書
授
与
》
君
が
代
の
奏
楽
の
后
、
福
山
校

長
、
卒
業
生
三
十
二
名
に
一
々
卒
業
証
書
を
授

与
。
四
・
三
・
二
・
一
の
各
生
に
は
総
代
に
学

年
修
業
証
書
授
与
。
一
学
年
間
品
行
方
正
学
術

優
等
者
に
は
褒
状
を
総
代
に
授
与
。 

《
祝
詞
》
学
校
長 

福
山
校
長
雄
弁
を
振
る
い

祝
詞
を
述
べ
、
次
に
卒
業
生
の
如
何
は
学
校
の

名
誉
運
命
に
関
す
。
殊
に
第
一
回
の
卒
業
生
は
世

人
よ
り
大
い
に
注
目
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
決
し

て
軽
忽
の
行
為
あ
る
可
か
ら
ず
云
々
と
訓
戒
あ

り
。 

 

職
員
総
代 

村
田
教
諭
真
情
溢
る
る
ば
か
り
の

祝
詞
を
朗
読
。
水
海
道
分
校
岡
野
教
諭
よ
り
卒
業

式
を
祝
す
と
の
祝
電
あ
り
た
り
と
告
ぐ
。 

《
来
賓
祝
詞
》
河
野
知
事
が
登
壇
祝
詞
を
朗
読
。

〈
以
下
、
県
会
議
員
・
新
聞
記
者
・
水
戸
中
学
校

長
な
ど
か
ら
祝
詞
が
述
べ
ら
れ
〉
、
次
に
父
兄
総
代

藤
田
重
文
氏
式
辞
を
朗
読
せ
ら
る
。 

《
答
辞
》
生
徒
総
代
、
中
山
庄
一
郎
の
答
辞
朗
読
。

《
式
終
了
》
整
粛
の
内
、
式
全
く
終
り
、
奏
楽
演

奏
。 

《
来
賓
退
場
》
知
事
に
続
い
て
以
下
退
場
。 

 

以
上
が
記
録
に
示
さ
れ
た
式
の
概
要
で
あ
る

が
、
機
関
誌
「
進
修
」
第
４
号
（
明
治
35
年
９
月

刊
）
に
も
第
１
回
卒
業
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
る
。『
花
笑
ひ
鳥
歌
ふ
春
、
霞
ヶ
浦
邊
に

現
出
し
て
、
分
校
と
な
り
、
本
校
と
な
り
し
、
我

茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
は
、
其
建
立
よ
り
五
年
の

星
霜
を
閲
し
て
、（
中
略
）
待
ち
に
待
ち
た
る
第
一

回
卒
業
式
を
挙
行
し
ぬ
。（
中
略
）
あ
は
れ
今
日
は
、

年
来
睦
び
に
睦
び
し
、
校
舎
、
教
師
、
校
友
に
袖

を
別
つ
か
と
思
ひ
ば
、
落
涙
止
む
べ
か
ら
ず
、（
中

略
）
蛍
雪
多
年
の
功
力
著
れ
し
、
卒
業
生
諸
君
い

か
に
愉
快
な
る
ぞ
や
…
…
』 

  

な
お
式
に
列
席
し
た
来
賓
は
県
知
事
を
は
じ

め
、
視
学
官
・
県
会
議
員
・
税
務
署
長
・
警
察
署

長
・
土
浦
監
獄
支
署
長
・
小
学
校
長
・
町
長
な
ど 

地
元
名
士
三
十
数
名
、
そ
の
数
卒
業
生
を
上
回
る
も

の
で
あ
っ
た
。 

  
 

入
学
者
の
六
割
は
半
途
退
学 

 

左
上
の
資
料
は
、
明
治
30
年
代
後
半
の
中
途
退

学
者
状
況
調
で
あ
る
。
明
治
35
年
の
卒
業
生
は
入

学
当
初
80
名
の
四
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
中
途
退
学
者
は
入
学

者
の
六
割
を
超
え
る
状
態
が
続
い
た
。
真
鍋
台
校
舎

が
完
成
し
て
間
も
な
い
明
治
39
年
の
入
学
者
は
１

２
０
名
で
あ
っ
た
が
、
卒
業
し
た
の
は
僅
か
に
39

名
で
あ
っ
た
。 

 

 

中
途
退
学
は
落
伍
か
？ 

 

中
途
退
学
の
原
因
は
資
料
に
も
あ
る
よ
う
に
家

事
都
合
、
成
績
不
良
、
転
学
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
員
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
転
学
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
旧
本
館
に

保
存
さ
れ
て
い
る
明
治
36
年
度
の
「
学
年
試
業
成

績
表
」
に
全
生
徒
の
考
査
成
績
が
成
績
順
に
記
載
さ

れ
、
合
格
点
に
達
し
な
か
っ
た
者
は
総
数
で
76
名

に
達
し
、
落
第
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
落
第
者

は
原
級
に
留
ま
る
か
、
退
学
す
る
か
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
学
業
の
厳
し
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
学
舎
を
去

る
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。 

卒
業
式
で
は
、
卒
業
証
書
授
与
の
他
に
学
年
修
業

証
書
授
与
も
行
わ
れ
た
。
土
浦
中
学
校
で
「
１
年
間

修
業
し
た
」・「
３
年
間
修
業
し
た
」
と
い
う
重
み
の

あ
る
証
書
が
各
学
年
修
了
者
に
手
渡
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
当
時
、
中
学
校
に
進
学
す
る
者
は
極
め
て
少

数
の
限
ら
れ
た
子
弟
で
あ
っ
た
。
中
学
校
に
入
学

し
、
何
年
か
勉
学
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
な
り
の
社
会

的
意
味
を
有
し
た
。
入
学
が
卒
業
と
直
結
す
る
も
の

と
は
、
必
ず
し
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
社
会

通
念
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
背
景
を
考
え
る
と

家
事
都
合
と
い
う
理
由
で
退
学
し
た
者
が
か
な
り

の
数
に
の
ぼ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

中
途
退
学
が
そ
の
ま
ま
挫
折
と
は
限
ら
な
か
っ

た
。
土
浦
中
学
校
で
何
年
間
か
学
業
に
精
進
し
た
こ

と
自
体
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 


